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 第 2 章では、ロービジョンという障害がどのように理解されてきたのかを概観した。
ロービジョン者への介入は、視力保存という治療的なアプローチからスタートし、
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 第 5 章では、精度が高く、視力を連続的に変更することができ、広視野が確保できる
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 第 7 章では、ゴシック体と教科書体の UD フォントを開発・評価した。ゴシック体に
ついては、3 種類のシミュレーション実験（晴眼成人 78 人）、ロービジョン者を対象と
した調査（ロービジョン生徒 272 人）、ロービジョン者を対象とした 2 種類の実験（ロ
ービジョン生徒 142 人）を、教科書体については、2 種類のシミュレーション実験（36
人）と 2 種類のロービジョンの当事者実験（ロービジョン者 30 人）を実施した。その
結果、いずれのフォントも従来のフォントと比較し、視認性、可読性が高かった。 
 第 8 章では、視野狭窄による同時情報処理能力の低下を補うために、視野内の情報量
を増やすための環境調整としてコンデンスフォントを作成した。また、ブラーシミュレ
ータを用いた可視性実験（晴眼成人 10 人）と可読性実験（晴眼成人 10 人）を実施した
結果、コンデンスフォントの有効性を確認できた。 
 第 9 章では、視野の不均一さによる（上下方向と左右方向で利用出来る範囲が異なる）
見えにくさを軽減する環境としての文章のディレクション（縦書き／横書き）に関する
検討を行った。縦書きと横書きでの読書効率の違いをロービジョン者（ロービジョン生




 第 10 章では、まぶしさ（グレア）による見えにくさを軽減する環境としての白黒反
転に関する検討を行った。ロービジョン児を対象に眼疾患との関係に関する調査（ロー








 第 11 章では、拡大教科書の利用実態を明らかにするために、小中学校段階（ロービ




 第 12 章では、拡大教科書が有効活用されていない理由を明らかにするために、ロー
ビジョン児の担当教員（891 人）に対して、拡大教科書の選定・評価方法に関する全国
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 第 15 章では、ロービジョン者にとって必要な環境調整が出来るインタラクティブな
教科書システム（UDB）を開発・評価した。第 1 次試作アプリに関して、47 人のロー
ビジョンの生徒と 141 人の担当教員に試用させ、アンケートとヒアリング調査を実施し
た結果、UDB の方が iBooks よりも視認性・操作性が高いことが確認出来た。しかし、
第 1 次試作アプリは、動作の安定性や実行速度等に課題があることが明らかになった。
そこで、第 2 次試作アプリを開発し、75 人のロービジョンの生徒と 181 人の担当教員
に試用させ、アンケート調査を実施した結果、UDB の利用率が向上した。しかし、ロ
ービジョン者に有効だと考えられているリフロー表示モードの利用率が低かったため、
3 年間で 26 回のバージョンアップを繰り返し、延べ 317 人のロービジョンの生徒の評
価を受けた結果、利用率が向上することを明らかにした。開発したアプリは、5 万件を
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 6 種類の評価ツールの開発、635 人を対象とした 22 種類の実験、4,605 人を対象とし
た 10 種類の調査を実施した結果に基づき、知覚心理学が、ロービジョン研究において、
医学・生理学的還元だけではなく、多様な視機能のロービジョン者の生活機能を保障す
る環境整備においても、役割を果たすことが出来ることを示した。また、知覚心理学の
方法論を用いることで、ICF や障害の社会モデルの理念を、エビデンスに基づいて具現
化したり、評価出来ることを明らかにした。 
  
